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13．1231・OmhoiodohipPurate（1231－OIH）腎摂取率による

　　有効腎血漿流量（ERPF）の評価
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　【目的】1231－OIHを用いSchlegelらとGatesの方法

をもとにERPFの定量的算出を試みる．【対象および方

法】1231－OIH動態腎シンチグラムを施行し，1週間以内

にパラアミノ馬尿酸（PAH）クリアランスを測定し得た

各種腎疾患患者13例（男性7例，女性6例，平均年齢

60±16歳）を対象とした．動態腎シンチグラムは，1231－

OIH　l　mCi（37　MBq）を肘静脈より急速注入した後，レ

ノグラムの起始部から1～2分および2～3分の各1分

間の総腎摂取率をGates法により求め，続いてSchlegel

の式に従いERPFを算出した．【結果】①1231－OIH静

注後1～2分と2～3分における総腎摂取率とPAHク

リアランスは，いずれもよい相関であり，1～2分値と

2～3分値に有意差はなかった．②1231－OIH静注後1～2

分と2～3分のSchlegelの式より導いたERPFとPAH

クリアランスは，いずれもよい相関関係が得られたが，

Schlegelの式より求めたERPFは，　PAHクリアランス

と比較し過大評価する傾向がみられた．【考察】1231・OIH

を用いてSchlegelの式でERPFを算出したところ，よ

い相関は示したが過大評価する傾向がみられた．これは

Schlegelの式では，腎の深さの補正としてY2を乗じる

ことが，1311・OIHを用いたときのみ当てはまるもので

あるためと思われる．よって，1231－OIHのレノグラム

から，ERPFを求めるには，　Gates法にしたがい，腎

摂取率より回帰式を求める方法がよいと考えられた．

【結語】1231－OIH腎シンチグラムは採血や採尿等の手間

がいらず，短時間で非侵襲的に分腎機能も測定でき，腎

機能の定量的評価にきわめて有用である．

14・プラナー像でのトレーサ集積度の評価法の検討
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　【目的】プラナー像における集積度の評価に有効かつ

簡便な方法であると考えられるcontrast－to－noise　ratio

（CNR）算出の妥当性を検討するため，ファントムに

よる基礎的検討を行った．【方法】プラナー像におけ

る集積度の評価法としてCNRを始めとする5種の
uptake　index，①CNR＝＝（region－BG）／～／（region＋BG），

②（region－BG）／BG　ratio，③region／BG　ratio，④

region／standard　deviation（SD）of　BG　ratio，⑤region／

V（SD　of　BG）ratioを設定し，比較検討した．2個のフ

ァントムを上下に重ね，上段にはパックグラウンド（BG）

を作るための均一ファントムを，下段にはhot　regions

を設けるためのマルチスポット・ファントムを置いた．

上段のファントムには2cmの高さまで水を封入した．

テクネチウムを漸次増量することによりパックグラウン

ドの体積あたりの放射能を0－0．292MBq／㎝3まで増加

させ，11通りの条件で測定した．また，下段のファントム

には0．15－0．51　MBq／cm3の6通りの条件のhot　region

を設けた．測定には低エネルギー用高分解能コリメータ

を装着した東芝GCA501－Aを用い，プリセットタイム

5分で測定した．【結果】1）CNRはパックグラウンドの

増加の影響は軽微で，常に良好なコントラストを得るこ

とができた．2）一方，他のuptake　indexは程度に差は

あるものの指数関数的に減少し，パックグラウンド増加

の影響が強くでた．【結論】CNRはバックグラウンドの

高い病巣や，病巣・正常組織間のコントラストの低い場

合にも有用かつ簡便な評価法である．

15．全身用対向型シンチカメラ（BODYSCAN）の使用
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大視野対向型の検出器を持つ全身用シンチカメラ，シ

ー メンス社製BODYSCANを使用する機会を得たので，
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